
 

 

 

 

 

 

『大阪城探訪の旅』 
令和 4年 5月 19日（木） 行 龍男講師の解説付き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お城の先生、行 龍男講師と一緒に岸和田観光バスに乗って、健老生 42名大阪城へ行って来ました。 

皆さん何回も足を運んだことがある大阪城ですが、新しい発見がいっぱいでした。 

まずは、先生がお勧めの写真スポット、日本庭園からの大阪城です。最高です。 
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玉造口 

大阪城への入口は、大手門、京橋口、青屋門、玉造口です。 

（現在門が無いことから門ではなく口と呼ばれている。） 

玉造口の多門櫓は、戊辰戦争（1868 年）で焼失。玉造門は

軍隊がどこかへ移築。 

蓮如上人袈裟懸けの松 

たもんやぐら ぼしん 

れんにょしょうにん けさが 元大阪城の地は浄土真宗の蓮如上人が 1496 年に大

阪御坊を建てたとき袈裟を懸けた松という伝承がある。 

本願寺の信者にとっては聖地となっている。 

豊国神社 
ほうこく 

秀吉は死後.神格化されたが、

家康に神号を剥奪された。明

治天皇により名誉回復。昭和

36年大阪城に移って来た。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜門と竜虎石 

明治20年陸軍により再建。 

本丸への正門で両側に竜虎

石がある。右が竜石 14 畳、

左が虎石 11 畳で雨が降る

と石の表面に竜や虎が浮か

び上がると言われている。 

蛸石・振袖石 

蛸石は大阪城では、一番大きな石で３６

畳もあります。左手にある振袖石は 3 番

目の大きさで 32.5畳あります。 

りゅうこいし 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

大阪城大空襲の痕跡 

昭和 20年 8月 14日大阪大空襲に大阪城天

守閣近くに 1ｔ爆弾。その影響で天守に石垣の

ひずみ焼失古建築 8 か所、崩壊石垣 60 か所

にも及ぶ大被害を受けた。ほとんど修復された

が、お城の裏側の痕跡をみてショックを受けた。 

極楽橋 

大阪城天守閣 

本丸への入口は桜門と極楽橋の二か所。極楽橋は戊辰戦争の

際、焼失して昭和 40年 CRで再建されるまでなかった。 

1585年 豊臣秀吉が初代天守完成 

1615年 「大坂夏の陣」で焼失 

1626年 徳川幕府が 2代目天守完成 

1665年 落雷により焼失 

1931年 3代目天守は、昭和天皇即位の御大曲記念事業 

（昭和 6年）  として全額大阪市民の寄付金により復興 

1995年 平成 7年大改修 そして、現在 

  



へ、 

KKRホテル大阪 
大阪城を目の前に眺めながら、ゆったりと昼食をいた

だきました。まだコロナが終わってない事を、食事をし

ながら感じて、ホテルの気使いに感謝。 

行先生、ありがとうございました。素敵な分かりやすい資料も

作って頂き、知らない大阪城をいっぱい発見出来ました。 

一番衝撃を受けたのは、大阪城大空襲の痕跡でした。テレビ

で見るウクライナの映像が目に浮かびました。 

コロナも少し落ち着いて、県外からの修学旅行生たちとも、遭

遇でき安心しました。 

広報局の皆様お疲れ様でした。今回も大成功です。 

ミライザ大阪城 

平成 29年からレストランやお土産物店として

営業。元は陸軍の第四師団司令部の新庁舎。 


